
 大学院  ２０１７年度 ビジネス･イノベーション研究科  

科目等履修生 出願要項 
 

 

１．科目等履修生制度とは 

科目等履修生制度とは、正規学生以外の方が、受講が許可されている授業科目を履修して、単位を

修得する制度です。 

 

２．出願資格 

大学卒業または、研究科委員会において大学卒業以上の学力があると認められた方。 

入学時に２年以上の社会人実務経験を有する方。 

 

３．出願受付期間 

  ≪春学期開講科目分≫ 

  【平日夜間開講科目】 

   ２０１７年２月１３日（月） 

～２月２４日（金）＜平日の 9：00～17：00＞ 

          ※土曜日の対応をご希望の方は、お電話にてご連絡ください。（日・祝日を除く） 

  【土曜日開講科目】 

   各科目の開講日から２週間前迄 

   

  ≪秋学期開講科目分≫ 

  【平日夜間開講科目】 

   ２０１７年８月２１日（月） 

～９月１日（金） ＜平日の 9：00～17：00＞ 

          ※土曜日の対応をご希望の方は、お電話にてご連絡ください。（日・祝日を除く） 

  【土曜日開講科目】 

   各科目の開講日から２週間前迄 

 

４．出願書類および選考料 

 １．志願書（本学所定の用紙） 

 ２．最終学校の卒業（見込）証明書または在籍証明書 

 ３．最終学校の成績証明書 

 ４．その他研究科委員会が指定するもの 

 ５．選考料１０，０００円【本学卒業生は免除】 

   選考料は出願時にお支払いください。 

※上記２．と３．の各証明書については、３ヶ月以内のものを用意してください。 

※継続出願の場合は、上記１．と５．のみを用意してください。 

 

５．出願書類提出先（原則持参） 

  〔名古屋キャンパス〕中京大学ＭＢＡオフィス（アネックス事務室）＜１６号館アネックス １階＞  

   〒４６６－８６６６ 名古屋市昭和区八事本町１０１－２  電話 （０５２）８３５－７９９１ 

 

６．時間割・講義概要 時間割・講義概要（シラバス）の確認 

  ２０１７年度大学院時間割・講義概要（シラバス）は、２月の出願時点ではまだ完成（確定）して

おりません。このため、前年度（２０１６年度）の時間割・講義概要（シラバス）を参考に出願いただ



く場合がございます。こちらは中京大学ＭＢＡオフィス（アネックス事務室）窓口でご確認いただけま

すので申し出てください。アネックス事務室へお越しいただくことができない場合は、電話にてお問い

合せください。 

※前年度（２０１６年度）講義概要（シラバス）については、中京大学公式ホームページ上でも公開し

ております。 

※２０１７年度大学院時間割については確定した段階でお知らせします。時間割の都合で履修を取り消

される場合は、選考料・登録料・履修料を返還いたします（ただし、開講後は返還いたしません）。 

 

８月の出願時点では２０１７年度の大学院時間割・講義概要（シラバス）のご案内ができます。講

義概要（シラバス）については、２０１７年４月以降に中京大学公式ホームページにてご確認ください。

時間割についてはアネックス事務室までお問い合わせください。 

 

７．選考方法  

研究科委員会において書類選考で行います。ただし、客員教授が担当する一部科目については履修

できない場合がありますので、予めご了承ください。 

※書類選考の結果、受入可となっても、本研究科の正規の大学院学生の履修登録後に、出願科目が不開

講となる場合があります。この場合は、すみやかにご連絡させていただくとともに、選考料・登録料・

履修料を返還いたします。 

 

８．選考結果の発表 

  郵送により本人宛に通知します。 

 

９．入学手続および納付金 

  許可通知書とともに、入学手続書類を送付しますので、「入学手続要項」に従い、手続きしてくださ

い。なお、入学手続きの際に、下記の入学納付金を納入してください。 

   入学納付金  登録料 １０，０００円（登録料は年度毎に必要です）【本学卒業生は免除】 

                 履修料 ４２，０００円（１単位）【本学卒業生は半額】 

 

１０．そ の 他 

  １．中京大学大学院ビジネス・イノベーション研究科授業科目群の中から１科目または数科目（１

年間に２０単位以内）を選択して履修しようとする方がいる場合は、本研究科の正規の大学院学生

の教育に支障がない限り、選考の上履修を許可します。 

    ２．履修科目の試験に合格した場合、申請により成績・単位修得証明書の発行が可能です。 

３．科目等履修生は、通学定期・学割の利用ができません。 

  


